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小中一貫教育を推進しています 

●鹿嶋市の小中一貫教育の歩み 

 鹿嶋市では，平成２８年度に「鹿嶋市小中一貫

教育基本方針」を策定し，高松小学校，高松中学

校をパイロット校として，同３０年４月に小中一

貫教育がスタートしました。 

 高松小学校と高松中学校では児童生徒の学力の向

上や心の成長，「中１ギャップ」の解消など小中一

貫教育に期待される成果が得られ，また，中学校の

大規模改修を機に施設が一体化されたことで，学校

経営のグランドデザイン等の統一性が図られ，教職

員の連携などを含めて更なる成果を上げています。 

 これらの成果を踏まえ，他の学校においても，

義務教育９年間の連続した学びの中で「確かな学

力」と「豊かな人間性」を育むことができる小中

一貫教育の導入が有効であるとし，令和５年度か

らの2年間を試行期間として施設分離型の一貫教育

の実施可能性について検証しました。学校間相互

の乗り入れ授業や児童生徒の交流，またICT機器を

活用した専科教員によるオンライン指導など，中

学校区を一つのグループとして各校がそれぞれに

工夫することで，施設分離型の一貫教育の推進が

可能と判断し，令和７年４月を「鹿嶋市小中一貫教

育」の本格実施のスタートと位置づけました。具体的に

は下記の内容について力を入れていきます。 

■系統性のある教育の推進 

・中学校区で統一したスタンダード（学習のきま

り・生活のきまり）の作成・改訂 

・義務教育９年間を見通した学びの系統表の改訂 

■教職員の交流 

・中学校教員による小学校への出前授業 

・小学校における教科担任制の推進 

・小学校教員による中学校３年生対象の夏季講習

支援 

■「小＝小」，「小＝中」間の児童生徒の交流 

・小中合同あいさつ運動 

・中学校入学説明会における交流 

同じ鹿野中学校

区の鹿島小と豊

津小による合同

陸上記録会（令

和６年６月実施） 

●小中一貫教育推進委員会の開催 

 令和６年８月６日に開催した「小中一貫教育推進委

員会」では，アドバイザーの東北学院大学・渡辺通子

教授による施設分離型小中一貫教育の取り組み事例等

の講話の後に，各中学校区の一貫教育の実績，令和７

年４月に向けた一貫教育の実施計画について協議しま

した。協議の中で，中学校区ごとの小中一貫教育のグ

ループごとに「○○学園」等の名称を取り入れ、より

一体感をもたせ，外部からも見えるような形で一貫教

育を推進したいとの提案もありました。 







 市民の創作作品を多数展示します。ぜひご来場くだ

さい。  

●会期 10月22日（火）～27日（日）  

    ９時30分～16時30分 

    （最終日のみ15時まで）  

●会場 鹿嶋市立中央公民館 体育館 

●展示 絵画／書／写真／工芸 

    手芸／華道／和紙絵 

    自由創作の部門  

第20回 鹿嶋市芸術祭 開催！ 
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 「令 和 ６ 年 度 か し ま 子 ど

も大学」が７月13日（土）

に開校しました。24人の小

学生を５期生の学生として

迎 え た 開 校 式 で は，本 大 学

の学長である川村等教育長が「参加した学生の好奇心をくす

ぐり，学校教育を飛び出た学びを提供し，将来の夢につな

がっていくことを期待します。」とあいさつしました。 

 同日の第１回講義「気象の不思議を体験しよう！」（古川

武彦先生／気象コンパス）は，気圧についての話をはじめ，

青空や虹の仕組み，気象の観測方法など，実験を交えながら

行われ，学生たちは最後まで真剣に受講していました。 

 さまざまな質問が出るなか「人工的に台風を発生させるこ

とは可能なのか」という質問には，古川先生が「理論的には

人工で台風を発生させることは

可能だが，現段階での科学力で

は難しい」と回答する場面もあ

り，講義を通して学生たちは気

象に関する理解を深めました。 

 塩づくりに挑戦！（はまなす公民館地区まちづくり委員会 塩づくり体験）  
 はまなす公民館地区まちづくり委員会の夏の恒例行事「はまなす塩づくり体験」が

7月21日（日）に開催され，子ども28人，一般26人と実行委員65人が海水からの塩づ

くりに挑戦しました。本事業は，鹿嶋市郷土かるたの読み札「【す】砂浜で塩炊き出世文

太長者」にも取り上げられた「長者ヶ浜」の名前の由来となっている文太長者伝説（下段

「鹿嶋の文化財」参照）の伝承と，青少年の健全育成と参加者相互の交流を目的に，同委

員会における重要な事業のひとつとして27年間にわたり実施しているものです。 

梅雨明けの猛暑日に，火を焚いて塩を作るという暑さとの戦いになりましたが，

真っ白な塩を作り上げることができました。 
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 芸術祭のほか，て～ら祭や地区公民館祭，住民体育祭

やスポーツフェスティバルなど様々なイベントが目白押

しです。芸術の秋，スポーツの秋を楽しみましょう。  

▲▶力作の数々が並ぶ 

  （昨年度の芸術祭） 


